
2.

とうもろこし連作陣守回避のための交互作栽培

(畜試 ・草地部)

背景とねらい

サイレージ月1とうもろこしの栽堵は、適地が限られていることから連作される場合

が多い。一方避作によって生産力の低下、病虫害の発生の増大等の現象がみられるこ

とから、これを口1避するため聞作物導入と交互作栽培法とを比較検討した。その結果

、とうもろこしの立毛間に他種作物を導入することにより、とうもろこしと他種[作物

とを交互に播裡じ帯状に栽堵する方が有利である等、若干の知見が得られたので参考

にけ(づ
~る
。

技術の内容

)交工作作付組合せ

表 1・交互作組合せ例
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2)デ究1直プデす忙

ドとイF機植密度の2倍に密植した主作とうもろこし条播数畦と副作物 (散播
ろこしと同数〕tと分)とを、交互に作付する。
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3)収 量及び品質

(1)主 作のとうもろこしの収量は、立毛問播種に比べ、交互播種の方が乾物で約5

%減 収するものの、減収分を副作が補完するため、主作
・副作の合計では交互播

駆は立毛間船極と同等ないしそれ以上の収量を_Lげることが出来る。

(2)主 作のとうもろこしの乾物率
・雌穂重割合・TDN含 有率は交互播種の方が高

く品質が勝る。

4)交 互作の特徴

(1)と うもろこしと副作作物の栽堵位置を交替することによつて、短期間に連作障

害を回避することができる。

(2)交 互作による帯状栽培は立毛間播種による開作に比べ、播種作業は容易である

上、副作の生育は安定する。

3.指 導上の留意点

1)主 作のとうもろこしの収量確保のためには、栽植密度の確保と過肥量の増量 (ば1行

0,5kg/aを 19 0kg程度にする)が必要である。

2)と うもろこしの1又種作業の際、大型機械作業休系では、隣接する面J作物を路圧する

恐れがあるので、人力作業が必要になる等、作業方法に制約が生じる。

4口試験研究課題名

とうもろこし連作による生産特性 (昭和53～ 63年 )

5.試 験成繊

栽 植 方 式 副 作 間 作 作 物

全唾(歓播)立毛間播種
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3畦 (散播)
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(2畦 交互)

(3畦 交互)

全畦 (標準密度 780本 /a)
2畦 (標準2倍密度)
3畦 (標準2倍密度)
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